
新しい世界に
踏み出す一年に

　私の好きな和歌の一つに、歌人である西行法師が詠んだ「吉野
山　こぞのしをりの　道かへて　まだ見ぬかたの　花をたづねむ」
があります。意味は「去年、花見の時に目印に枝を折っておいた
が、今年は道をかえて新しい桜を見に行こう」というもので、冒
険してでも、新しい世界を見たいという人間の探究心や勇気を表
した歌です。
　この自ら進んで新しい物事へ取り組もうとする「進取の気風」
こそ、今の群馬県には必要だと考えています。
　今年は県庁32階に開設する「動画・放送スタジオ」を活用し
て、他の都道府県では例のない新しいプロジェクトを実施する予

定です。前例を踏襲すれば安心ですが、
新しいダイナミズム（活力）は生まれま
せん。知恵を絞り、群馬県のブランド力
や存在感を高め、世界に発信しなければ、
経済を活性化することはできません。
　今年は群馬県が勇気を持って新しい世
界に踏み出す一年にしたいと思います。

上毛新聞社新年交歓会（１月８日）
で祝辞を述べる山本一太知事

山本一太の

知事コラム

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
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問　
住
所
地
の
市
役
所
・
町
村
役
場
の
下

水
道
担
当
課
、
県
庁
下
水
環
境
課
（
☎
０

２
７
・
２
２
６
・
３
６
８
７
）

県
内
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
」
で
は
、
県
内
企
業
へ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
を
希
望
す
る
大

学
生
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
や
期
間
は
、
学
生
や
企
業
の

状
況
に
応
じ
て
柔
軟
な
設
定
が
可
能
で
す
。

　
県
内
の
魅
力
的
な
企
業
を
体
感
で
き
る

良
い
機
会
で
す
。
積
極
的
な
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校

な
ど
の
現
役
の
学
生

※
学
校
の
所
在
地
や
学
生
の
居
住
地
が
県

外
で
も
参
加
可

※
高
校
生
以
下
は
除
く

￥　
無
料

※
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
の
際
の
保
険

料
は
実
費
負
担

受　
随
時

申
し
込
み
方
法　
☎

申
・
問　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
高
崎
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
・
３
３
０
・
４
５
１

０
）、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
東
毛
サ
テ

ラ
イ
ト
（
☎
０
２
７
７
・
２
０
・
８
２
２

８
）、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
北
毛
サ
テ

ラ
イ
ト
（
☎
０
２
７
８・２
０・１
１
５
５
）

募
　
集

学
校
の
臨
時
職
員
な
ど

　
県
立
学
校
・
市
町
村
立
学
校
で
、
臨
時

的
任
用
の
教
諭
・
養
護
教
諭
・
事
務
職
員

・
学
校
栄
養
職
員
や
非
常
勤
講
師
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間　
４
月
か
ら
３
年
３
月
ま
で
の

必
要
な
期
間

対　

教
員
は
該
当
す
る
学
校
教
員
免
許

状
、
学
校
栄
養
職
員
は
栄
養
士
免
許
証
を

持
っ
て
い
る
人

※
事
務
職
員
は
資
格
を
問
い
ま
せ
ん

選
考
方
法　
面
接
な
ど

受　
随
時

申
し
込
み
方
法　
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
直
ま
た
は
郵

申
・
問

・
県
立
学
校
…
県
庁
学
校
人
事
課
（
〒
３

７
１
―
８
５
７
０　
☎
０
２
７
・
２
２
６

・
４
５
９
７
）

・
市
町
村
立
学
校
…
県
中
部
教
育
事
務
所

（
〒
３
７
１
―
０
０
５
１　
前
橋
市
上
細

井
町
２
１
４
２
の
１　
☎
０
２
７
・
２
３

２
・
６
５
１
１
）
、
県
西
部
教
育
事
務
所

（
〒
３
７
０
―
０
８
０
５　
高
崎
市
台
町

４
の
３　
☎
０
２
７
・
３
２
２
・
５
８
６

４
）
、
県
吾
妻
教
育
事
務
所
（
〒
３
７
７

―
０
４
２
４　
中
之
条
町
中
之
条
町
６
６

４　
☎
０
２
７
９
・
７
５
・
３
３
７
０
）、

県
利
根
教
育
事
務
所
（
〒
３
７
８
―
０
０

３
１　
沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２　
☎
０

２
７
８
・
２
３
・
０
１
６
５
）
、
県
東
部

教
育
事
務
所
（
〒
３
７
３
―
０
０
３
３　

太
田
市
西
本
町
60
の
27　
☎
０
２
７
６
・

３
１
・
７
１
５
１
）

ぐ
ん
ま
養
蚕
基
礎
講
座

　
蚕
の
生
態
や
養
蚕
経
営
な
ど
、
養
蚕
を

始
め
る
た
め
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

日　
３
月
19
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

所　
県
蚕
糸
技
術
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
総

社
町
）

対　
将
来
養
蚕
を
始
め
よ
う
と
考
え
て
い

る
人

￥　
無
料

受　
３
月
12
日
㈭
ま
で
必

申
し
込
み
方
法　
郵
、
Ｆ
ま
た
は
Ｅ
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
養
蚕
を

始
め
る
動
機
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

他　
詳
し
く
は
Ｈ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問　
県
蚕
糸
技
術
セ
ン
タ
ー
（
〒
３

７
１
―
０
８
５
２　
前
橋
市
総
社
町
総
社

２
３
２
６
の
２　
☎
０
２
７
・
２
５
１
・

５
１
４
５　
Ｆ
０
２
７
・
２
５
１
・
５
１

６
９　

Ｅsanshigise@
pref.

gunm
a.lg.jp

）

試
　
験

女
子
ラ
ボ
㏌イ

ン

群
馬P

ポ

リ

ス

olice

　
警
察
官
採
用
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い

る
高
校
生
以
上
の
女
性
を
対
象
と
し
た
説

明
会
で
す
。
採
用
試
験
の
概
要
説
明
や
合

格
体
験
談
、
庁
舎
見
学
、
腹
話
術
に
よ
る

交
通
安
全
講
話
、
女
性
警
察
職
員
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
２
月
15
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分

所　
県
警
察
本
部
（
前
橋
市
大
手
町
）

定　
50
人
程
度
先

￥　
無
料

受　
２
月
13
日
㈭
正
午
ま
で

申
し
込
み
方
法　
☎

※
シ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

申　
フ
０
１
２
０
・
４
４
９
８
０
３

問　
フ
前
記
、
県
警
察
本
部
警
務
課
（
☎

０
２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
２
６

５
６
）

県
警
察
官
Ａ
等
採
用
試
験
説
明
会

　
県
警
察
官
Ａ
等
採
用
試
験
の
受
験
予
定

者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
で
す
。
採
用
試

験
の
概
要
説
明
や
受
験
案
内
の
配
付
、
記

載
方
法
の
説
明
、
質
疑
応
答
な
ど
を
行
い

ま
す
。

日　
３
月
10
日
㈫　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

定　
１
４
０
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２
７

・
２
２
６
・
２
７
４
５
）

催
　
し

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
土
地
価

格
な
ど
の
無
料
相
談
会

　
不
動
産
の
価
値
や
売
買
、
活
用
な
ど
に

関
す
る
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
、
不

動
産
鑑
定
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　
２
月
６
日
㈭
、
3
月
5
日
㈭　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

所　
県
住
宅
公
社
ビ
ル（
前
橋
市
紅
雲
町
）

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
☎
０
２
７

・
２
４
３
・
３
０
７
７
）、
県
庁
地
域
政

策
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
６
６
）

交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト「
春
に
な
っ

た
ら
新
１
年
生
」

　
交
通
安
全
創
作
劇
や
腹
話
術
、
交
通
安

全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
２
月
９
日
㈰
、
16
日
㈰　
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
２
時
～
３
時

所　
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
元

総
社
町
）

対　
幼
児
（
主
に
新
１
年
生
）
・
児
童
と

そ
の
保
護
者

定　
各
１
５
６
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

※
10
人
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
前
日
（
土
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
・
問　
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課
（
☎

０
２
７
・
２
５
３
・
９
３
４
４
）

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
県
民
健
康

公
開
講
座

　
心
疾
患
を
防
ぐ
た
め
の
生
活
上
の
注
意

点
を
、
心
臓
血
管
外
科
医
の
講
師
が
話
し

ま
す
。
ま
た
栄
養
士
に
よ
る
食
事
に
つ
い

て
の
講
話
も
行
い
ま
す
。

日　
２
月
21
日
㈮　
午
後
５
時
30
分
～
７

時
（
受
け
付
け
は
４
時
45
分
か
ら
）

所　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市

亀
泉
町
）

演
題　
心
臓
血
管
外
科
医
が
か
か
り
た
く

な
い
病
気
と
、
医
師
に
お
世
話
に
な
ら
な

い
心
得

講
師　
星ほ

し

野の

丈じ
ょ
う

二じ

（
県
立
心
臓
血
管
セ
ン

タ
ー
心
臓
血
管
外
科
第
三
部
長
）

定　
１
２
０
人
先

￥　
無
料

お
知
ら
せ

お
買
い
求
め
は
県
内
で
！

「
東
京
２
０
２
０
協
賛
ジ
ャ
ン
ボ
」

宝
く
じ
が
販
売
さ
れ
ま
す

　
県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金

の
一
部
は
、
子
育
て
、
医
療
、
教
育
、
公

共
施
設
の
整
備
な
ど
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

今
回
の
収
益
金
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。
宝
く
じ
は
ぜ
ひ
県

内
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

抽
せ
ん
日　
3
月
6
日
㈮

種
類
・
当
せ
ん
金

・
東
京
２
０
２
０
協
賛
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

…
１
等
＝
２
億
円
、
１
等
の
前
後
賞
＝
５

千
万
円　
な
ど

・
東
京
２
０
２
０
協
賛
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
…

１
等
＝
2
千
万
円
、
１
等
の
前
後
賞
＝
5

百
万
円　
な
ど

￥　
１
枚
３
０
０
円

他　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
入
も
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は「
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
」

（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
県
庁
財
政
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６

・
２
０
９
４
）

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

下
水
道
は　
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
集
め
る

役
割
が
あ
り
ま
す
。
汚
水
を
下
水
処
理
場

で
浄
化
し
て
川
に
放
流
す
る
こ
と
で
、
美

し
い
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
、
お
い
し
い
空
気

な
ど
の
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
ま
す

下
水
道
へ
の
接
続
は　
下
水
道
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
整
備
が

終
わ
っ
て
い
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
家
庭

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
下
水
道
に
接
続
し

ま
し
ょ
う

下
水
道
に
接
続
す
る
に
は　
工
事
が
必
要

と
な
る
た
め
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
市
町

村
に
よ
っ
て
は
、
工
事
の
費
用
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
補
助
金
や
貸
付
制
度
な
ど

が
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

他　
下
水
道
の
整
備
状
況
や
補
助
金
な
ど

の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
役
所
・

町
村
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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